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INFOMATION
きそさき

　去る2月23日（日）午後1時からふれあい

ホールにおいて、人権作文優秀作品の発表及

び表彰と、噺家として活躍されている“三代

目　林家染二”さんを講師に招き講演会を開

催いたしました。当日は町内外よりたくさん

の方々にお集まりいただき、開催することが

できました。

　人権作文は、次代を担う中学生が人権問題

について作文を書く事によって人権を尊重す

ることの大切さ、必要性について理解を深め

ることを目的に毎年2学年の生徒の皆さんが

書かれているもので、その中から優秀な作品

として選定された作品の発表をして頂いたも

のです。

　発表では木曽岬中学校2年の平野　花さんと安江咲乃さん

に作品の朗読を頂き、その後加藤町長より表彰状と記念品が

授与されました。

　引き続き開催された“三代目　林家染二”さんの講演会では

「笑いと情けが人の輪をひろげる」をテーマに講演と落語を行

っていただきました。

　講演では、「あいさつのたいせつさ」や「優しさとは気づか

れないようにさりげなくすることが本当の優しさである」など、

人と人とのかかわりについて楽しく聞かせて頂きました。来場

者アンケートでも「話が楽しくそして教えられることが沢山あ

りました。」「とても楽しかった。今後は見方の訓練をして嫌な

ことを笑い飛ばしたいと思います。」…など多くの方々からの

声を頂きました。

　この講演会は、町と人権・同和教育研究協議会との共催事

業として毎年開催しているものですが、町では今後も映画上

映や講演会などを開催して行きますので、たくさんの方々のご

参加をお待ちしています。

“三代目　林家染二さん人権講演会”
盛況に終わりました

講演頂いた三代目　林家染二さん

⇒
作
文
を
発
表
す
る
平
野
　
花
さ
ん

⇒
作
文
を
発
表
す
る
安
江
咲
乃
さ
ん
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INFOMATION
きそさき

　

４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
へ
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
で
は

低
所
得
者
及
び
子
育
て
世
帯
へ
の
負
担

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
暫
定
的
・

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
臨
時
福
祉
給

付
金
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
を
支
給
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
給
付
金
を
受
け
る
た
め
の
手
続

き
や
支
給
時
期
な
ど
は
ま
だ
決
定
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、４
月
号
で
は
こ
の
給
付

金
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
臨
時
福
祉
給
付
金

•
給
付
対
象
者

　

平
成
２６
年
１
月
１
日（
基
準
日
）お
い

　

て
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

　

お
り
、
平
成
２６
年
度
の
市
町
村
民
税

　
（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

　

お
よ
び
そ
の
扶
養
者
の
方
が
対
象
と

　

な
り
ま
す
。

　

※

平
成
２６
年
度
市
町
村
民
税
が
課
税

　
　

さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い

　
　

る
方
や
、
生
活
保
護
制
度
の
被
保

　
　

護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は

　
　

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

•
給
付
額

　

給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き
１
万
円
。

　

た
だ
し
、
給
付
対
象
者
の
方
で
左
記

　

の
年
金
や
手
当
を
受
け
て
お
ら
れ
る

　

方
に
は
加
算
措
置
と
し
て
一
人
に
つ

　

き
５
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

　

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て

　

い
る
方

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

　

当
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給

　

さ
れ
て
い
る
方

●
配
偶
者
か
ら
暴
力
を
理
由
に
避
難
し

　

て
い
る
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

　

し
て
い
る
方
で
、
事
情
に
よ
り
平
成

　

２６
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
登
録
を

　

移
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
方
は
、

　

事
前
申
出
の
手
続
き
に
よ
り
、
現
在

　

お
住
ま
い
の
市
町
村
で
支
給
の
申
請

　

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

　

し
、
事
前
申
出
手
続
き
を
行
わ
な
い

　

と
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
も
、
臨

　

時
福
祉
給
付
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

　

と
も
あ
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け
く

　

だ
さ
い
。

●
担
当
窓
口

　

役
場　

住
民
課

　

☎
６
８
│
６
１
０
３

②
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

•
給
付
対
象
者

　

平
成
２６
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
に

　

お
い
て
平
成
２６
年
１
月
分
の
児
童
手

　

当
（
特
例
給
付
を
含
む
）
の
受
給
者

　

で
あ
り
、
平
成
２５
年
の
所
得
が
児
童

　

手
当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
方
。

•
対
象
児
童

　

給
付
対
象
者
の
平
成
２６
年
１
月
分
の

　

児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）
の

　

対
象
と
な
る
児
童
（
平
成
２６
年
１
月

　

１
日
に
生
ま
れ
た
児
童
を
含
む
）

　

※

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対

　
　

象
者
及
び
生
活
保
護
制
度
の
被
保

　
　

護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は

　
　

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

•
給
付
額

　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
月
１
万
円

●
担
当
窓
口

　

役
場　

福
祉
健
康
課

　

☎
６
８
│
６
１
０
４

臨
時
福
祉
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
等
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

臨
時
福
祉
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
を
装
っ
た
「
振
り
込
め

詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
点
に

ご
留
意
い
た
だ
き
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

•
役
場
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

　

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対

　

に
あ
り
ま
せ
ん
。

•
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人

　

か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ

　

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

•
役
場
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、「
臨

　

時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時

　

特
例
給
付
金
」
の
給
付
の
た
め
に
、

　

手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と

　

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

•
現
時
点
で
、
役
場
や
厚
生
労
働
省
な

　

ど
が
住
民
の
皆
様
の
家
族
構
成
や
銀

　

行
口
座
の
番
号
な
ど
個
人
情
報
を
照

　

会
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

給
付
金
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で

す
。
今
後
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
町
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
お
知
ら
せ
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ミーポ君

警察署コーナー ■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635

★
国
家
公
務
員
募
集

　

人
事
院
は
平
成
２６
年
度
中
に
次
の
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

　

受
験
案
内
な
ど
は
人
事
院
中
部
事
務
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
当
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
試
験
）

•
受
験
案
内
な
ど
の
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

掲
載
日

　

２
月
３
日（
月
）

•
受
付
期
間

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

４
月
１
日（
火
）〜
４
月
８
日（
火
）

•
第
１
次
試
験
日

　

４
月
２７
日（
日
）

●
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

•
受
験
案
内
な
ど
の
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

掲
載
日

　

２
月
３
日（
月
）

•
受
付
期
間

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

４
月
９
日（
水
）〜
４
月
２１
日（
月
）

•
第
１
次
試
験
日

　

６
月
１５
日（
日
）

●
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

•
受
験
案
内
な
ど
の
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

掲
載
日
お
よ
び
配
布
開
始
日

　

５
月
１２
日（
月
）

•
受
付
期
間

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

６
月
２３
日（
月
）〜
７
月
２
日（
水
）

　
（
郵
送
・
持
参
）

　

６
月
２３
日（
月
）〜
６
月
２６
日（
木
）

•
第
１
次
試
験
日

　

９
月
７
日（
日
）

（
注
）総
合
職
試
験
お
よ
び
一
般
職
試
験
（
大

　
　

卒
程
度
試
験
）
の
申
込
み
に
つ
い
て

　

１　

申
込
み
は
、
必
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

２　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
が

　
　
　

で
き
な
い
環
境
に
あ
る
場
合
は
、
受

　
　
　

付
期
間
前
に
余
裕
を
も
っ
て
人
事
院

　
　
　

中
部
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

人
事
院
中
部
事
務
局

　

☎
０
５
２
│
９
６
１
│
６
８
３
８

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

人
事
院
採
用
試
験
に
つ
い
て

生活のミニ情報生活のミニ情報

町内2月の交通事故
●件数／13件（31件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／4人（7人）

（　　）…平成26年累計

　巡回連絡は、警察官が各ご家庭を訪問して、地域での困
りごとや、警察への意見、要望を聞かせてもらう活動です。
　お伺いした際に、住所や家族構成、生年月日、勤め先など
緊急時の連絡先をお聞かせいただきますが、皆さんが災害
や事件・事故などに遭われた際などの緊急時のみ活用しま
す。
　他人に見せることはありませんので、ご協力をおねがいし
ます。

～空き巣など～
　木曽岬町内の栄、新富田子、東富田子などの団地内で夜
間に住居内に忍び込み、カバンや現金を盗んでいくという
犯罪が発生しています。
　掃き出し窓を割り、侵入していますので就寝前には雨戸
やシャッターを閉めるといったことが効果的です。
　団地内での発生が顕著ですが、過去には旧来からの住居
でも発生があります。自分の身は自分で守るといったことを
心がけ、発生を未然に防ぎましょう。
～車上ねらい～
　町内では、定期的に月極駐車場を狙った車上ねらいが発
生しています。カーナビや車内の金品が盗まれており、発生
場所は町内の県道（バス通り）沿いにある月極駐車場での
発生が顕著です。
　被害を防ぐには車内に何も置かない、ガラスフィルムを
貼る、車内には何もないことをアピールするためダッシュボ
ードなどを開けておくなどすることも効果的です。短時間で
盗みをしたい犯人は時間がかかることを嫌います。自分た
ちで、被害に遭わない工夫をし、犯罪を防いでいきましょう。

巡回連絡にご協力を 町内では様々な犯罪が発生しています！！

木曽岬町駐在所所在地

信号交差点

木曽岬小学校

木曽岬町役場

案内看板設置案内看板設置

北部
公民館

県
道

町
道

木曽岬町
駐在所

N
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育委員会
だより

教育委員会
だより

教
問合せ先

教育委員会　☎68-1617

第7回美し国三重市町対抗駅伝
木曽岬町代表チーム大会結果
　2月16日（日）県庁前（津市）～
県営陸上競技場（伊勢市）10区間
42.195㎞をコースとし、市町対
抗で行われる“第7回美し国三重
市町対抗駅伝”が開催されました。
　木曽岬町チームもチームカラー
の赤・青・黄で配色したユニホー
ムを着用し、沿道の声援をうけな
がら、タスキをつなぎました。
　レースは選手全員が“夢に走り
続ける木曽岬”をチームコンセプ
トに、例年以上に練習内容も充実させ、選手間通しで積極的にコミュ
ニケーションを取り合ったこともあり、前回よりも4分以上タイムを
縮める事が出来、全29チーム中24位（町の部では15チーム中11位）
2時間38分59秒という結果となりました。
　また、大会当日はスタート地点となる三重県庁前やゴール地点とな
る三重県陸上競技場に町のマスコットキャラクター「トマッピー」が
応援に駆けつけ、選手を勇気づけるエールを送りました。

県庁前
から

　競技
スター

ト！県庁前
から

　競技
スター

ト！県庁前
から

　競技
スター

ト！

陸上競
技場で

　　　
　ゴー

ル！陸上競
技場で

　　　
　ゴー

ル！陸上競
技場で

　　　
　ゴー

ル！

人気者
の

　　ト
マッピ

ー人気者
の

　　ト
マッピ

ー人気者
の

　　ト
マッピ

ー

陸上競
技場に

て

　小中
学生の

　　1
500m

タイム
レース陸上競

技場に
て

　小中
学生の

　　1
500m

タイム
レース陸上競

技場に
て

　小中
学生の

　　1
500m

タイム
レース 小椋久

美子さ
んから

　親子
で参加

賞

　　表
彰を受

ける！
小椋久

美子さ
んから

　親子
で参加

賞

　　表
彰を受

ける！
小椋久

美子さ
んから

　親子
で参加

賞

　　表
彰を受

ける！

選手・監督・コーチ集合写真選手・監督・コーチ集合写真
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育委員会だより教育委員会だより教

　基礎的・基本的な学力については定着しつつありますが、
活用力については依然課題であることがわかりました。基礎学
力の一層の定着を図るため、今後も、到達度を客観的に把握
しつつ、授業改善・工夫（少人数学習、ＩＣＴ機器の効果的な
活用など）に取り組みます。また、個別の課題に応じた反復練
習、発展学習などの補充学習の充実を図るなど、一人ひとりの
学びの保障に取り組みます。
　そして、課題である活用力の育成については、身に付けた
知識・技能を実生活の場面で活用できるよう、ホワイトボードを
活用した小グループでの話し合い活動の充実でコミュニケーシ
ョン力を高めたり、思考力・判断力・表現力を駆使するような
発展的な課題（ジャンプの課題：学びの共同体）にチャレンジし
たりすることに取り組みます。

　学習状況調査では、「達成感を持てない、自尊感情が低い」
といった課題が見えてきました。「達成感や自尊感情」が低いと
いうことは学習への意欲も高まりません。学習や部活動をはじめ
地域活動で活躍する機会を設け励ますなどに取り組みます。
家庭や地域でも、子どもたちの頑張っている姿をぜひ応援して
いただきたいと思います。また、生活面では「テレビやゲームな
どを見ている時間が長い」という課題が以前と同様見られまし
た。テレビやゲームなどの時間が長くては、読書活動や家庭学
習の定着は図れません。読書活動や家庭学習を充実していく
には、家庭と協働して、ノーテレビ・ノーゲームデー（中学校テ
スト期間）に取り組んでいきたいと考えています。ぜひ、家庭の
皆さまのご支援・ご協力をお願いいたします。

の取組について
平成２５年度の全国学力・学習状況調査結果から見えてきたこと・・・

小中学校での具体的な取組事例・・・
小学校では…
基礎学力の定着
•少人数習熟度別授業（小3～）
•ICT機器の活用（全学級）
•朝の学習（午前8時35分～45分）
　月：基礎習得、火～木：読書
•夏休み補充学習
•“話型”ホワイトボードを使ったコミュニケーション力の育成
•「きそまなぶ」（家庭学習の手引き）の活用
活用力の育成
•朝の学習　金：活用力を育む課題にチャレンジ
•少人数での話し合い活動
安心して学べる環境づくり
•学級満足度調査（Q-U調査）の実施、分析、課題改善
•小グループによる話し合い活動、ホワイトボードの活用
•授業スタイルの小中での統一

テレビやゲームの視聴時間を見直し、読書や家庭学習の時間の充実に取り組みます。
•ノーテレビ・ノーゲームデーの実施：保・幼・小・中で実施（中学校のテスト週間に）する
　ことで、読書活動や家庭学習の見直しを図る。（チェックリストなどを活用して振り返る。）
•教育講演会や学習会などの実施（発達段階に応じて、保護者とともに意識を高める）
※「子育て　8つの指針」をもとに、保護者と園・学校で子育てを考え合う機会を持つ。

中学校では…
基礎学力の定着
•「ユニット」と「ルーティン」による授業
•ICT機器の活用（全学級）
•家庭学習　学年×1時間、「学年＋1」時間
•毎日の宿題（翌日提出、未提出は昼休みに指導）
•ワークの取組（目標：ワーク3回）
•朝の読書、書く（デイリーノート）、
　聞く・話す（授業：学びの共同体）
活用力の育成
•各教科における言語活動の充実（授業スタイル：学びの共同体）
•ジャンプの課題（発展的な課題）にチャレンジ
安心して学べる環境づくり
•学級満足度調査（Q-U調査）の実施・分析・課題改善
•4人班による話し合い、※「学びの共同体」を取り入れた授業
•授業スタイルの小中での統一

【小】4人グループでの話し合い：ホワイトボードを
　　活用して授業でコミュニケーション力育成を図
　　っています。

【中】食育に関する授業の様子
　　学びの共同体：4人の男女が市松模様でグル
　　ープを編成して課題解決学習をしています。

【小】少人数授業の様子
　　算数科：ICT機器を活用した授業

1時間の授業→「本時の目標確認」「共
通の課題」「ジャンプの課題」「話し合い」
「まとめ」というユニットで構成し、毎時
間、同じユニットで学習を繰り返すこと
（ルーティン）

グループで考え、話し合う授業を通じて、
先生も生徒もともに学び合う取り組み。
学習課題を4人グループ（または2人の
ペア）で考え、みんなで答えを出していく。

根拠となる資料・・・
木曽岬町第4次総合計画・第5次総合計画
木曽岬町教育振興基本計画 （トマッピー教育プラン）
みえの学力向上県民運動 （平成24～27年度 4ヶ年）
木曽岬町幼児教育基本方針 （平成25～27年度 3ヶ年）
木曽岬町学校教育基本方針 （平成25～27年度 3ヶ年）
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　木曽岬町教育委員会では、「みえの学力向上県民運動」（平成
24年度から4年間）を踏まえて、学校教育の基本方針（平成25年
度から3年間）を策定し取り組んでいます。

　今回は、その学校教育基本方針から、（知）育（学力向上）
にあたる取組を紹介します。
※詳しくは、ホームページを参照ください。

木曽岬町　学力向上

学校教育
の 目 標

「生きる力」をそなえた
木曽岬っ子の育成

※「生きる力」…知・徳・体のバランスのとれた力

みえの学力向上県民運動
（平成24～27年度）

1 「主体的に学び行動する意欲を
　育てます」
2 「学びの育ちの環境づくりを進め
　ます」
3 「読書をとおした学びを進めます」

（き）基礎学力の定着、活用力の育成
○授業の充実（ICTの効果的な活用　少人数学習の推進など）に取り組んでいます。
●各学級に電子黒板・実物投影器・パソコンなどを設置し、有効に活用することで、わかる授業づくりに取り組んでいます。
●非常勤講師などを配置し、小学校算数科での習熟度別授業、中学校の数学科などで少人数授業に取り組んでいます。
●その他、学習支援員、ＡＬＴ（外国語指導助手）、学校図書館司書、理科支援員などを派遣して、授業の充実に取り組んで
　います。
●講師招聘による研究授業や研修講座の開催、授業力向上のための個別研修（指導力向上支援アドバイザーの派遣）など
　を通じて、先生方のよりよい授業づくりを支援しています。
●その他、研修会の講師派遣、先進園や学校の視察研修の支援、ＩＣＴ機器の効果的な活用のため支援員の派遣などを行っ
　ています。
●学級満足度調査（Q－U調査）をもとにしたソーシャルスキルの学習などを活用して、よりよい集団・学級づくりの取り組
　みを支援しています。

（き）保護者や地域と協働した、児童生徒の健全育成
○「子育て　8つの指針」の啓発
●家庭や地域の教育力の向上を図ります。中でも、（知）育（学力向上）に関連しては、読書活動の
　充実や家庭学習の習慣化に取り組んでいます。
　•ノーテレビ・ノーゲームデーの推進（定期な実施により、習慣化への意識を高める）
　•町の広報誌による啓発、取組例などの情報提供（「子育て」「学び」への関心を高める）
　•教育講演会など学習機会提供の支援（発達段階に応じて、保護者とともに意識を高める）
　　（「子育て　8つの指針」をもとに、家庭や地域の教育力向上を図るための園・学校の取組を支援する）

○補充学習の充実
●一人ひとりの学習に合わせた学習の機会を提供することで、学習意欲の向上、基
　礎学力の定着に取り組んでいます。
　例）夏季休業中の学校における補充学習支援 （協力：三重大教育学部学生）
　　　土曜チャレンジスクール （協力：地域住民、保護者、三重大学教育学部学生）
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スポーツ少年団本部　ボランティア活動報告！

　3月2日（日）木曽岬町スポーツ少年団本部による
ボランティア活動が実施されました。スポーツ少年団
本部には現在5団体（ドッジボール・ミニバスケット
ボール・少年野球・柔道・空手）が加盟しており、ス
ポーツ少年団の団員や指導者・保護者など約100名
が参加し、各団が普段練習している場所付近を中心に
町内各所の清掃活動を実施しました。
　なお、スポーツ少年団では団員を
随時募集しております。興味の
ある方は、お気軽に教育委員会
までお尋ねください。

幼小中の連携

　3月7日（金）に小学校で「新1年生
を迎える会」が開催されました。4月
に新しく小学校に入学する園児を1年
生全員でお迎えしました。園児たちは、
最初少し緊張気味でしたが、1年生が
元気いっぱいの歌を披露していくうち
に、笑顔がこぼれていきました。その
後、「けん玉」「あやとり」「こま」「カ
ルタ」「メンコ」「お手玉」の6つの昔
の遊びを体験しました。

〈新１年生を迎える会〉

　3月11日（火）に中学校生徒会役員が小学校を訪問し、6年生児童に
中学校生活の紹介をしました。この取組は中学校生活への不安を少
しでも取り除こうと考えられたものです。「学校紹介」「毎日の生活」
「定期テスト」「学校行事」「部活動」「先生の紹介」などについて、
わかりやすく丁寧に伝えていました。

〈生徒会役員による中学校生活の紹介〉

←1年生による劇
　『おむすびころりん』

昔の遊び『カルタ』→
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ボラ倶楽部の活動紹介と会員募集のお知らせボラ倶楽部の活動紹介と会員募集のお知らせボラ倶楽部の活動紹介と会員募集のお知らせボラ倶楽部の活動紹介と会員募集のお知らせ
　手づくりのイベントを企画・運営しながら町を
元気にしようと頑張っている「ボラ倶楽部」・・・
　そんな仲間たちの活動を紹介させていただき
ます。

　ボラ倶楽部の前身は、平成14年に当時の教育委員
会が主催して開催されていた町の納涼盆踊り大会や
文化祭などのイベントを自分たちの手で開催しようと
集まった町の有志が、ボランティアと出世魚のボラを
かけて名づけた「BORRA」として発足しました。
　　　　　　　　当初は知名度も低く、人員的にも
　　　　　　　少人数で教育委員会の補助的な活動
　　　　　　　が中心となっていましたが、

平成23年に倶楽部の規則や活動方針を確立して体制
整備を図り、徐々にまちのコミュニティイベントづくり
を担うようになってきました。

History

But

Activities

Currently

最近の倶楽部のあゆみ最近の倶楽部のあゆみ
2011.  8.  6 第10回　やろまい夏まつり企画・運営
        12.11 ふれあい動物園 in Kisosaki 開催
2012.  8.  4 第11回　やろまい夏まつり企画・運営
2013.  2.24 第2回　ふれあい動物園 in Kisosaki
 Part2 開催
          8.  3 第12回　やろまい夏まつり企画・運営
 ※おばけ屋敷　同時開催

        10.24 第55回　全国社会教育
 大会実践広場での事例発表
 ※於：三重県営サンアリーナ（伊勢市）
        11.  9 B1グランプリ in 豊川　視察研修
        12.22 第1回　プラモつくろーぜ会　開催
2014.  1.25 第2回　プラモつくろーぜ会　開催
 ※好評につき、継続開催中！

Activities
Report

町の応
援団

ボラ倶楽部では、これからも町を元気にする様々なイベントを企画して行きたいと考えております。
趣旨に賛同し、一緒に活動していただける仲間を募集しております。
年齢や性別は問いませんので、あなたもぜひ仲間になって活動してみませんか！

●問合せ先／ボラ倶楽部代表　伊藤　敏也　（☎090-1629-2755）

Photograph

Collection












